
　本誌をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今号の特集は、本誌読者アンケートでも関心が高かった「幼

保小接続」です。園と小学校が、ともに子どもの連続した育

ちと学びを支え続けていくための「しくみ」づくりの重要性

と、そこで積み重ねられている取り組みについて取材しまし

た。園でご検討をする際のヒントの一端となれば幸いです。
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幼保小の架け橋プログラムでは、子どもにかかわる大人が立場を

越えて連携することで、架け橋期にふさわしい「主体的・対話的

で深い学び」を実現し、一人ひとりの多様性に配慮しながらすべて

の子どもに学びや生活の基盤を育むことをめざしています。とはい

え、多様な地域、園・小学校がある現状では、そうした目的に対

して、先生方の意識の面や、実際のしくみづくりの面などにそれぞ

れの課題があり、今後の展開への模索が続いているようです。

今号では、架け橋プログラムの策定にかかわった方、架け橋プロ

グラムをもとに先進的な取り組みを行っている自治体、小学校な

ど、園以外の立場からのお話を紹介しながら、各園における接続

の次の一手を考えていきます。
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